
　　　土木工事を事業活動とする私たちは、長年、地元で大雨等による緊急復旧や

　　通行規制業務を行ってきました。近年その活動回数が多くなってきたのは地球

　　温暖化が原因の気候変動による短時間の大雨と思われます。また世界中で

　　気温の上昇や異常気象など様々な悪影響を地球に与えています。

　　　私たちは地球温暖化防止のため今できることを考え、行動していきます。

（理念）

　地球環境の保全が人類共通の重要課題のひとつであることを

全社員が認識し、環境保全に配慮した企業活動を自主的かつ

継続的に取り組みます。

（方針）

・廃棄物の分別、リサイクルを実施し環境負荷の低減に努めます。

・社員の環境教育により、環境保全、SDGｓの意識向上に努めます。

・更なるエコドライブの実践を推進します。

・燃料、紙、電気等の使用量の管理を継続して、削減に努めます。

①事業所名 株式会社　加藤組

②所在地 名古屋市守山区大字上志段味字中屋敷1533番地

③事業の内容 土木工事１式、舗装工事、排水設備工

④従業員数 １２名

⑤担当者氏名 環境責任者　 井上良也
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１　目標と実績

（１） 目標

温室効果ガス排出量：基準年度に対し過去5か年度の平均比50％削減

（２） 実績

２　具体的な取組内容

３　目標の達成状況

基準年度に対し、昨年度までの５年平均は52.9％削減できている。

取組結果の評価

温室効果ガス排出量 23.3ｔ－ＣＯ２ 11.0ｔ－ＣＯ２ 52.90%

環境に配慮した取組の状況

基準年度（平成19年
度）

平成25年から平成27年
度平均

削減率

・ブラインドを使用して、冷暖房効果を高める。
・西日が入る所は早めにシャッターを閉める。
・不必要な照明を消灯する。
・ＯＡ機器の不必要時のスイッチオフ。
・全社員が自分の使用車の燃費を把握しエコドライブに徹底する。
・事業活動で発生した、せん定枝・木を事務所の薪ストーブで有効利用し
　エアコン等の使用を削減する。

具体的な取組内容 成果

電気使用
量の削減

不必要な照明の消灯 全社員が自主的に消灯するようになっ
た。

薪ストーブの使用

コロナ禍で室内の換気の必要がある
が、事業活動による伐採樹の有効利用
により冬場の電気使用量の増加を少な
くした。

ガソリン使
用量の削
減

更なるエコドライブの
推進

エコドライブマイスターを2名増員して、
自ら積極的にエコドライブを実践し、他
の従業員にアドバイスをするようになっ
た。

月１回の安全会議でエコドライブの研修
を行い、社員のエコドライブの意識が向
上した。



エネルギー使用量の削減率

４　取組の改善策

５　新たな目標の設定

・　次世代自動車の割合を50％にする。

・　従業員がマイボトルを持参し、ペットボトル飲料等の購入を削減する。

・　従業員が家庭においてもSDGｓに取組むように指導する。

　株式会社　加藤組

住所　　　名古屋市守山区大字上志段味字中屋敷１５３３番地

電話　　　０５２－７３９－０４１１

ＦＡＸ　　 ０５２－７３６－０４０１

Ｅmail     eigyo@kato-gumi.co.jp

基準年度（平成１９年度） 昨年度（令和3年度） 削減率

電気 11.442Kw 2,574Kw 77%

ガソリン 7,707L 4,560L 40%

具体的な取組内容 取組の改善策

電気使用量の削減 毎週水曜日のNO残業DAY以外にも極力残業を減らす。

ガソリン使用量の削減 アイドリングストップの徹底（特に夏場）

お問い合わせ先


